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研究成果の概要（和文）：研究者らは数年前より看護教師を対象にライフコースアプローチの手法で看護教師の力量形
成に関する研究を行ってきた.
 看護教育に長年携わってきた熟練看護教師がどのような経験をしてきたのかを詳細に知り、その経験を通して看護教
師としてのどのような力量を形成したのか、さらにその継続を支えるものは何であったのかをインタビューと質問紙調
査により明らかにすることを目的とした。
 結果として、看護教師の成長を支えたものとして、「経験豊かなメンターとの出会い」「研究仲間との出会い」があ
った。看護教師たちは困難な教員人生を送りながら、決してあきらめることなく困難を乗り越えていた。

研究成果の概要（英文）：For several years, using a life-course approach, we have conducted research on 
developing nursing teachers’ competence. As no previous studies have investigated the development of 
such competence in detail, there is a need to pay attention to these teachers’ life histories in order 
to fully assess their extent of teaching experience.
Through holding interviews with the nursing teachers who have provided nursing education for many years, 
we obtained the following information: their detailed experience, the competence that they developed 
based on such experience, and factors that helped them to develop their competence. As the result the 
development factors were "encounter with the mentor" and "encounter with the co-worker".The nursing 
teacher got over difficulty. The nursing teacher questions "philosophy" and experiences "an encounter" 
and grows up.
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１．研究開始当初の背景 
平成 21（2009）年 3月の「看護の質の向上
と確保に関する検討会」中間とりまとめにお
いて、看護教員の専門性を高めるための継続
教育や看護教員が臨床現場で実践能力を維
持・向上するための機会の確保など、教育機
関による創意工夫が必要であることが示唆さ
れた。 
これを受け、平成 21（2009）年 4月より厚
生労働省にて「今後の看護教員のあり方に関
する検討会」が開催され、約 1年間の議論を
得て報告書がまとめられた。報告書では看護
教員の資質・能力が「教育実践能力」「コミュ
ニケーション能力」「看護実践能力」「マネジ
メント能力」「研究能力」とし、看護教員自身
が継続して学習することの必要性を示唆した。 
また日本看護学教育学会では調査研究プロ
ジェクトとして、看護教師の資質の発展に関
する研究に取り組んでいる。全国の看護基礎
教育機関に勤務している看護専任教員の調査
の結果、「看護教師の資質の発展に関する研究 
その１ 教師調査」（平成 14 年 12 月）が報告
された。その結果、看護教師は看護系大学や
短期大学だけでなく養成所においても学位保
持者の割合が増加しており、学会や研修会等
への参加をはじめとして、自己研鑽を幅広く
行っており、自己向上意欲が高く、年齢を問
わず、教師としての資質を向上させるために
多様なニーズを持っていたことが明らかとな
った。 
以上の背景から、今後は看護教師になるた
めの準備教育の必要性、看護教師の質を向上
させる研修プログラムの開発や、看護教員養
成講習会のあり方の再検討、看護教師として
の専門性の確立に向けた取り組みが求められ
ている。 
本研究はすでに平成 19 年より開始してい
る。その結果より多くの看護教師が経験年数
に関わらず、ゆきづまり感と辞めたい思いを
抱きながら教育実践していることが分かった。 
さらに、看護教師の成長には個人時間（加
齢・年齢）、社会時間（家族や職業などの周期）、
歴史時間（時代）も大きく影響しており、こ
れらの視点からも分析を必要としていること
がわかった。また、看護教師のインタビュー
は個別具体的でありながら、看護教師として
の成長の様相を生き生きと語る様子は、イン
タビューするものを感動させ、あるいは共感
を呼ぶものであった。 
本研究では特にインタビューの方法を生か
しながら、ライフヒストリーの手法へと発展
させる足がかりとして取り組むことにした。 
 
２．研究の目的 
本研究のリサーチクエスチョンは「看護教
師は、看護教師としての力量をいかなる場で、
いかなることを契機として、いかなる具体的
内容のものとして形成していくのであろう
か。」である。看護教師の成長発達の様相を時
代の変化や教育課程の変遷という社会背景を

加味したライフコースという視点からとらえ
ようと試みる。 
本研究では先行研究をさらに発展させ、将
来的な看護教員の力量形成サポートシステム
の構築に向けて、力量形成に影響を与えた促
進要因に焦点を当てて分析をすることを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、ライフコースアプローチに基づ
き、看護教師を対象とした調査である。ライ
フコースは変容性・多様性・コーホート性・
歴史性といった４つの特性を有した複合的性
格であると述べている。そしてこの４つの特
性に対応させた分析枠組みとして①時期によ
る変化②力量形成上の契機③教師として必要
な力量④時代と教師、という４つの視点を設
定した。さらに、教師の成長には個人時間（加
齢・年齢）、社会時間（家族や職業などの周
期）、歴史時間（時代）も大きく影響してお
り、これらの視点からも分析が必要としてい
る。 
看護教師のライフコースに内包されている
特性をより鮮明に浮かび上がらせるために、
多様性という特性についてはインタビュー調
査とその事例的考察を行う。 
特に今回の研究においては近年注目されて
いるライフヒストリー研究の方法について検
討し、より個別具体的な看護教師の力量形成
過程に焦点を当てることを主眼とする。 
また、コーホート性については先行研究の
結果を再分析することから始め、修正した質
問紙を用いて調査を行うこととする。 
 
４．研究成果 
1）インタビュー調査 
①:3名の熟練看護教師（年齢50代から60代）
の計 4回から 5回のインタビューを行った。
さらにインタビューに追加してインタビュア
ーの文書資料を分析対象とした。インタビュ
ーは記録類を加えることで語り手が生きてき
た歴史的背景に編みなおされる。したがって、
研究協力者より得られたもの（カリキュラム、
授業案、授業資料、実習要項、研究論文、研
究報告、年次報告書、その他研究協力者が書
いたもの）もできる限り参考にした。インタ
ビューにおいて、資料を確認しながら進めた。 
  熟練看護教師らの看護教師としての成長を
支えたものとして＜経験豊かなメンターとの
出会い＞ ＜研究仲間との出会い＞の要因が
導きだされた。3 名の看護教師は困難な教員
人生を送りながら、決してあきらめることな
く困難を乗り越えていた。それは様々なター
ニングポイントとしての【出会い】を経験し
ながら、看護教師のとしての力量形成をして
いったことがわかった。 
②3 名の看護教師にインタビュー内容を看
護教師としての職業継続要因に焦点を当てて
インタビューを実施した。インタビューは許
可を得て録音して逐語録を作成した。逐語録



を何度も読み返し、「その看護教師が大事にし
ていること」を表している箇所、研究者がき
になる箇所にアンダーラインをひき、符箋を
用いて同じ意味内容を集めて帰納的に分析し
た。 それぞれの看護教師は教師としての経験
の中で様々な問題にぶつかりながら、決して
あきらめることなく困難を乗り越え、様々な
出来事を経験しながら看護教師としての職業
を継続させており、それらの出来事は看護教
師にとって意味のある経験【出会い】となっ
ていた。  
 
2）質問紙調査 
看護教師 190 名の回答から、看護教師たちが
自らの成長を促進させている要因と考えてい
ることは以下の通りである。 
①教職活動を進めていく上で基盤となった
事柄として①位は「看護教員養成講習会から
得た知識」2 位は「看護教師になってから上
司から受けた指導」3 位は「看護教師になっ
てから同僚との交流」であった。 
②看護教師になったばかりの頃に役だった
ものとして 1位は「経験豊かな看護教員の日
常のアドバイス」2 位は「年齢の近い看護教
員との交流」3位は「上司からの指導・助言」
4位は「看護学生との日常の交流」であった。
特に 30 歳までの看護教師は年齢の近い看護
教師との交流は 60％が役立ったと答えてい
る。 
③自信の教育実践や考え方に影響を与えた
こととして 1位は「臨床実践上（看護師）の
経験 2位は「教育実践上（看護教師）の経験」
3 位は学校内での優れた人物との出会い 4 位
は「学校外での優れた人物との出会い」であ
った。特に学校外での優れた人物との出会い
は年代の高い中堅から熟練の看護教師に多か
った。 
以上のことから若い看護教師にとっては経
験豊かな同僚だけでなく、年齢の近い同僚か
らも大きな影響を受けており、経験が深まる
につれて学内だけでなく学外に視野を広げて
学習機会を求めて成長しようとする傾向が高
くなることが分かった。 
看護教師の成長を促進する要因として最も
影響が高いと考えられるのは看護教師になる
前の看護師としての臨床での経験が土台とな
り、さらに看護教師となってからも同僚や学
生といった人間同士の相互作用からの影響が
大きいこともわかった。 
 
3）考察 
日本においては看護教育に携わるには一旦
看護師としての臨床経験年数を必要とするケ
ースがほとんどである。看護職という職業の
性質上、患者や療養者や家族といった人の健
康問題を解決するという、人と関わる専門職
であり、その実践内容には教育的な関わりが
必須である。 
看護学生時代から対人援助職としての必要
な技術を学習することになる。看護教員は看

護を選んだところから教育的な力量を学ぶこ
とになるのである。 
まずは臨床家として看護師あるいは助産師
や保健師といった看護職に就いて経験を積み、
教育の現場に入るというのが看護教師のプロ
セスとなるが、教育者になってから初めて教
育的力量の学習を始めたのではないため、土
台として基本的な教育力が備わっているとは
言っても過言ではない。 
看護教師の力量には看護職養成課程で培わ
れた基礎的力量と現場での実践を通して培わ
れた一般的力量と看護教師独自の得意技等を
含めた個別的力量が積み重なって形成されて
いくと考える。看護教師としての職業を継続
していくうえではいくつかの危機を乗り越え
ていかなければならない。その危機という出
来事を乗り越えるには何らかの【出会い】の
経験があり、その【出会い】によって看護教
師として培ってきた教育観・看護観などの
【観】の問い直しがある。その【観】とは看
護教師が臨床実践経験から得た実践知や自ら
が受けた被教育経験などから形成されたもの
であり、授業や実習指導に対する考え方を統
合する核といえるものである。 
熟練看護教師たちは教師経験の中でいくつ
かの出来事を経験しているが、それらが看護
教師のもつ【観】に影響を与えるという【出
会い】経験となるその上で看護教師としての
力量を様々な【出会い】を経験し、力量形成
している姿があった。そしてその力量を高め
るためにはいったん確立した教師としての
【観】の問い直しが求められており、その問
い直しとは看護教師の語りにあるターニング
ポイントとしての【出会い】である。  
 この【出会い】は看護教師自らが求めたり、
職業上意識したりしなくても起こることでも
ある。 
 看護教師の力量形成を促進する要因とは、
同僚や先輩看護教師との日々の交流が大きく
影響するだけでなく、他分野（看護学だけで
はなく）へ視野を広げ、生涯にわたって学び
続ける姿勢であることがわかった。 
 
4)今後の課題 
ライフコースアプローチという研究方法を
看護教師の力量形成に焦点を当てて行ってき
たが、一般的な教師教育の教員養成課程と違
い、看護教師の養成課程は複雑多岐にわたっ
ている。そのため、今回は年代で単純にコー
ホートを分類してみたが、単純に分類するこ
とが難しいことがわかった。 
看護教師の背景は養成校が専門学校や大学、
資格も准看護師から看護師、保健師、助産師
と他種類である。 
また、看護教育のカリキュラムも時代の影
響を受け、保助看法という法律の改正や看護
職の離職問題の対策から継続教育の問題まで
時代によって看護教師が大きな影響を受けて
いることがわかった。 
その点では熟練看護教師のインタビューに



より社会の変化と看護教育の変化が歴史の流
れのようにストーリーで語られることは、今
後のライフヒストリー研究への示唆を得る結
果となった。 
次の研究への発展させる課題を以下に述べ
る。 
第一には、日本に限らず海外の看護教師の
ライフヒストリー研究を推進させることであ
る。 
近年、わが国では看護師養成の課程を持つ
看護系大学・学部が急増している。その背景
として、医療の高度化などに伴い日本看護協
会が 4年制大学を中心とする看護師養成の方
針を打ち出したこと、看護師の不足が深刻化
しており、看護師不足解消のため文科省が積
極的に看護系大学・学部の新設を認めてきた
という事情もある。それに伴い看護教員の不
足が大きな問題となっている。新設大学・学
部などでは十分な教員を確保することができ
ず、また教員になったとしても、数年で離職
するケースも問題となってきている。 
若い看護教師たちがリタイヤすることなく
教育者として成長していくためにも、長い間
日本において看護教育に携わってきた熟練看
護教師の発達と力量形成の過程をより具体的
に明らかにする研究も必要であると考える。   
この研究成果を基にして看護教師たちの力量
形成に役立つプログラムを開発することが可
能となり、教育力の向上を期待できる。 
第二として、ファカルティ・ディベルプメ
ントのように組織で課された力量形成システ
ムだけでなく、インフォーマルな力量形成シ
ステムを作ることである。 
さらに看護教師の力量形成を促すためには
「組織を超えた看護教師の学び合う仲間づく
り」という仕組みをつくることである。異な
る組織に属する看護教師が集まり個別具体的
な教育実践を語り合う場があれば、若い看護
教師の力量形成に役立つこととなり、看護教
員の質の向上にもつながると考える。 
今後も継続して看護教師の力量とは何か、
力量形成を促進するためにはどのようなプロ
グラムが効果的なのか、研究を進めていきた
い。 
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